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抗H I V薬と他の薬剤、サプリメントとの“飲み合わせ”について 

 

よく使用される抗HI V薬と他の薬剤、サプリメントとの飲み合わせについて記載しています。 

記載されていない抗H I V薬の他剤との飲み合わせについて、記載のある抗H I V薬でも飲み合わ

せが不明な点がある際には、H I V担当医師、薬剤師へお問い合わせください。 

 

記載薬剤について 

 

１. ビクタルビ配合錠について      （２ページ） 

２. トリーメク配合錠について      （３ページ） 

３. テビケイ錠 50mgについて      （４ページ） 

４. アイセントレス 400mgについて  （５ページ） 

５. アイセントレス 600mgについて  （６ページ） 

６. エジュラント錠 25mgについて   （７-８ページ） 

７. デシコビ配合錠H T、L Tについて （９ページ） 

 

 

問い合わせ先 

琉球大学病院 薬剤部、H I V診療チーム 

T E L ： ０９８−８９５−３３３１ 

 

作成 ２０２０年７月 

琉球大学病院 薬剤部 上原、諸見 
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ビクタルビ配合錠を内服中の方     

※ビクタルビと一緒に飲んではいけない薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりビクタルビの効
果が減弱します 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精神病
薬、三叉神経痛治療薬 

併用によりビクタルビの効
果が減弱します 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静薬、睡
眠薬 

併用によりビクタルビの効
果が減弱します 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりビクタルビの効
果が減弱します 

セイヨウオトギリソウ（セ
ントジョーンズワート）を
含む健康食品など 

セントジョーンズワートな
ど（サプリメントとして販
売） 

うつ病やリラックス効果を
目的として使用 

併用によりビクタルビの効
果が減弱します 

 
※ビクタルビと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

メトホルミン メトグルコ® な︎ど 糖尿病治療薬 併用により、メトホ
ルミンの効果が強く
なる恐れがあります 

低血糖や乳酸アシド
ーシスに注意。併用
が必要な際は、メト
ホルミンを低用量か
らの開始などを検討
する。 

ピルジカイニド サンリズム® な︎ど 抗不整脈薬 併用により、ピルジ
カイニドの効果が強
くなる恐れがありま
す 

心臓への副作用が出
現する恐れがありま
す。併用の際は、副作
用の出現に注意。 

マグネシウム 
アルミニウム 
鉄 
亜鉛 
カルシウム 
銅を含む薬剤、サプリ
メント 

酸化マグネシウム® 、︎
スクラルファート® 、︎
カルタン® 、︎プロマッ
ク® 、︎フェロミア® 、︎
アスパラ C A® な︎ど
多数 

下剤、胃薬、貧血治療
薬、高リン血漿治療
薬、ミネラル補給サプ
リメントなど多数 

内服時間が近いと、
ビクタルビの吸収が
低下し、ビクタルビ
の効果が減弱する恐
れがあります 

併用が必要な場合に
は、十分に時間をあ
けて内服する。ビク
タルビ内服後、６時
間程度はあけて使用
する 
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トリーメク配合錠を内服中の方            

※トリーメクと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

メトホルミン メトグルコ® な︎ど 糖尿病治療薬 併用により、メトホ
ルミンの効果が強く
なる恐れがあります 

低血糖や乳酸アシド
ーシスに注意。併用
が必要な際は、メト
ホルミンを低用量か
らの開始などを検討
する。 

ピルジカイニド サンリズム® な︎ど 抗不整脈薬 併用により、ピルジ
カイニドの効果が強
くなる恐れがありま
す 

心臓への副作用が出
現する恐れがありま
す。併用の際は、副作
用の出現に注意。 

マグネシウム 
アルミニウム 
鉄 
亜鉛 
カルシウム 
銅 
含有薬剤、サプリメン
ト 

酸化マグネシウム® 、︎
スクラルファート® 、︎
カルタン® 、︎プロマッ
ク® 、︎フェロミア® 、︎
アスパラ C A 
® な︎ど多数 

下剤、胃薬、貧血治療
薬、高リン血漿治療
薬、ミネラル補給サプ
リメントなど多数 

内服時間が近いと、
トリーメクの吸収が
低下し、トリーメク
の効果が減弱する恐
れがあります 

併用が必要な場合に
は、十分に時間をあ
けて内服。トリーメ
ク内服後、６時間程
度はあけて使用して
下さい。 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりトリーメ
クの効果が減弱しま
す 

抗HIV薬の用量調節
が必要になることが
あります。どうして
も使用が必要なとき
は、H I V治療担当医
師へ相談ください。 
 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精
神病薬、三叉神経痛治
療薬 

併用によりトリーメ
クの効果が減弱しま
す 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静
薬、睡眠薬 

併用によりトリーメ
クの効果が減弱しま
す 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりトリーメ
クの効果が減弱しま
す 

セイヨウオトギリソ
ウ（セントジョーンズ
ワート）を含む健康食
品など 

セントジョーンズワ
ートなど（サプリメン
トとして販売あり） 

うつ病やリラックス
効果を目的として使
用 

併用によりトリーメ
クの効果が減弱しま
す 
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テビケイ錠 50mg を内服中の方        

※テビケイと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

メトホルミン メトグルコ® な︎ど 糖尿病治療薬 併用により、メトホ
ルミンの効果が強
くなる恐れがあり
ます 

低血糖や乳酸アシド
ーシスに注意。併
用が必要な際は、
メトホルミンを低
用量からの開始な
どを検討する。 

ピルジカイニド サンリズム® な︎ど 抗不整脈薬 併用により、ピルジ
カイニドの効果が
強くなる恐れがあ
ります 

心臓への副作用が出
現する恐れがあり
ます。併用の際は、
副作用の出現に注
意。 

マグネシウム 
アルミニウム 
鉄 
亜鉛 
カルシウム 
銅 含有薬剤、サプリ
メント 

酸化マグネシウム® 、︎
スクラルファート
® 、︎カルタン® 、︎プ
ロマック® 、︎フェロ
ミア® 、︎アスパラ C 
A 

® な︎ど多数 

下剤、胃薬、貧血治療
薬、高リン血漿治療
薬、ミネラル補給サ
プリメントなど多
数 

内服時間が近いと、
テビケイの吸収が
低下し、テビケイ
の効果が減弱する
恐れがあります 

併用が必要な場合に
は、十分に時間を
あけて内服。テビ
ケイ内服後、６時
間程度はあけて使
用して下さい。 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりテビケイ
の効果が減弱しま
す 

抗HIV薬の用量調節
が必要になること
があります。どう
しても使用が必要
なときは、H I V治
療担当医師へ相談
ください。 

 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精
神病薬、三叉神経痛
治療薬 

併用によりテビケイ
の効果が減弱しま
す 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静
薬、睡眠薬 

併用によりテビケイ
の効果が減弱しま
す 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりテビケイ
の効果が減弱しま
す 

セイヨウオトギリソ
ウ（セントジョーン
ズワート）を含む健
康食品など 

セントジョーンズワ
ートなど（サプリメ
ントとして販売あ
り） 

うつ病やリラックス
効果を目的として
使用 

併用によりテビケイ
の効果が減弱しま
す 
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アイセントレス錠 400mgを内服中の方            

 
※アイセントレスと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

マグネシウム 
アルミニウム 
鉄 
亜鉛 
カルシウム 
銅 
含有薬剤、サプリメン
ト 

酸化マグネシウム® 、︎
スクラルファート® 、︎
カルタン® 、︎プロマッ
ク® 、︎フェロミア® 、︎
アスパラ C A 
® な︎ど多数 

下剤、胃薬、貧血治療
薬、高リン血漿治療
薬、ミネラル補給サプ
リメントなど多数 

内服時間が近いと、
アイセントレスの吸
収が低下し、アイセ
ントレスの効果が減
弱する恐れがありま
す 

併用が必要な場合に
は、十分に時間をあ
けて内服。アイセン
トレス内服後、６時
間程度はあけて使用
して下さい。 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

抗HIV薬の用量調節
が必要になること
があります。どう
しても使用が必要
なときは、H I V治
療担当医師へ相談
ください。 

 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精
神病薬、三叉神経痛
治療薬 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静
薬、睡眠薬 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

セイヨウオトギリソ
ウ（セントジョーン
ズワート）を含む健
康食品など 

セントジョーンズワ
ートなど（サプリメ
ントとして販売あ
り） 

うつ病やリラックス
効果を目的として
使用 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 
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アイセントレス錠 600mg を内服中の方            

 
※アイセントレス錠 600mgと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

マグネシウム 
アルミニウム 
鉄 
亜鉛 
カルシウム 
銅 
含有薬剤、サプリメン
ト 

酸化マグネシウム® 、︎ 
、マグミット® 、︎スク
ラルファート® 、︎カル
タン® 、︎プロマック
® 、︎フェロミア® 、︎ア
スパラ C A ® な︎ど多
数 

下剤、胃薬、貧血治療
薬、高リン血漿治療
薬、ミネラル補給サプ
リメントなど多数 

内服時間が近いと、
アイセントレスの吸
収が低下し、アイセ
ントレスの効果が減
弱する恐れがありま
す 

併用が必要な場合に
は、十分に時間をあ
けて内服。アイセン
トレス錠600mg内服
前後 12 時間あけて
使用して下さい。 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

抗HIV薬の用量調節
が必要になること
があります。どう
しても使用が必要
なときは、H I V治
療担当医師へ相談
ください。 

 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精
神病薬、三叉神経痛
治療薬 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静
薬、睡眠薬 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 

セイヨウオトギリソ
ウ（セントジョーン
ズワート）を含む健
康食品など 

セントジョーンズワ
ートなど（サプリメ
ントとして販売あ
り） 

うつ病やリラックス
効果を目的として
使用 

併用によりアイセン
トレスの効果が減
弱する恐れがあり
ます 
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エジュラント錠 25mg を内服中の方      

    
※エジュラントと一緒に飲んではいけない薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 

プロトンポンプ阻害薬 
オメプラゾール 
ランソプラゾール 
ラベプラゾール 
エソメプラゾール 
ボノプラザン 

オメプラゾール®  ︎
タケキャブ®  ︎
パリエット®  ︎
ネキシウム®  ︎
タケキャブ®  ︎
 

強力に胃酸を抑える薬剤 エジュラントの吸収が低下
し、エジュラント錠の効果
が減弱します。 

デキサメタゾン 
（単回投与を除く） 

デカドロン®  ︎ ステロイド 
抗炎症作用、免疫抑制作用
など 
 

エジュラントの効果が減弱
する恐れがあります 

リファンピシン リファジン® な︎ど 結核治療薬 併用によりエジュラントの
効果が減弱します 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精神病
薬、三叉神経痛治療薬 

併用によりエジュラントの
効果が減弱します 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静薬、睡
眠薬 

併用によりエジュラントの
効果が減弱します 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりエジュラントの
効果が減弱します 

セイヨウオトギリソウ（セ
ントジョーンズワート）を
含む健康食品など 

セントジョーンズワートな
ど（サプリメントとして販
売あり） 

うつ病やリラックス効果を
目的として使用 

併用によりエジュラントの
効果が減弱します 

 
 
次ページに続きます 
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※エジュラント錠 25mgと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

H２遮断薬 
ファモチジン 
シメチジン 
ニザチジン 
ラニチジン 
 
（市販の様々な薬剤
にも含まれている可
能性があります。市販
の薬剤使用時には胃
酸を抑える成分が含
まれていないか確認
して下さい） 

ガスター®  ︎
タガメット®  ︎
アシノン®  ︎
プロテカジン®  ︎
など 

胃酸を抑える 
 
 

エジュラントの吸収
が低下し、エジュラ
ント錠の効果が減弱
します。 

可能であれば併用は
避ける。併用が必要
であれば、エジュラ
ント内服の１２時間
以上前に使用。もし
くはエジュラント内
服４時間以上後に使
用。 

水酸化アルミニウム 
沈降炭酸カルシウム 
酸化マグネシウム 
などの胃酸を抑える
作用のある成分 
 
（市販の様々な薬剤
にも含まれている可
能性があります。市販
の薬剤使用時には胃
酸を抑える成分が含
まれていないか確認
して下さい） 

酸化マグネシウム® 、︎ 
アドソルビン® 、︎ 
沈降炭酸カルシウム
® な︎ど 

胃酸を抑える 
 
 

エジュラントの吸収
が低下し、エジュラ
ント錠の効果が減弱
します。 

可能であれば併用は
避ける。併用が必要
であれば、エジュラ
ント内服の２時間以
上前に使用。もしく
はエジュラント内服
４時間以上後に使
用。 

クラリスロマイシン 
エリスロマイシン 

クラリス® 、︎ 
エリスロシン®  ︎

抗生剤 併用により、エジュ
ラントの血中濃度が
上昇する恐れがあり
ます 

併用の際には副作用
の出現に注意。アジ
スロマイシン（抗生
剤）での代替を検討。 

QT 延長を起こすこと
が知られている薬剤 
アミオダロン、 
ソタロールなど 

アンカロン® な︎ど 様々な種類の薬剤 QT 延長や心室性頻
拍などの心臓の副作
用が出現する恐れが
あります。 

併用の際には心臓へ
の副作用の出現に注
意。 

 



 9 

デシコビ配合状HT、LT を内服中の方       

 
※デシコビH T、L Tと一緒に飲んではいけない薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 

テラプレビル テラビック®  ︎ C型肝炎治療薬 併用によりデシコビの効果
が減弱します 

 
※デシコビ配合錠HT、LTと一緒に飲む際には注意が必要な薬剤、サプリメント 
薬剤名（一般名） 商品名 薬効 飲み合わせ 併用時の注意点 

リファンピシン、 
リファブチン 

リファジン® 、︎ 
ミコブティン® な︎ど 

結核治療薬 併用によりデシコビ
の効果が減弱する
恐れがあります 

抗HIV薬の用量調節
が必要になること
があります。どう
しても使用が必要
なときは、H I V治
療担当医師へ相談
ください。 

 

カルバマゼピン テグレトール® な︎ど てんかん治療薬、抗精
神病薬、三叉神経痛
治療薬 

併用によりデシコビ
の効果が減弱する
恐れがあります 

フェノバルビタール フェノバール® な︎ど てんかん治療薬、鎮静
薬、睡眠薬 

併用によりデシコビ
の効果が減弱する
恐れがあります 

フェニトイン、 
ホスフェニトイン 

アレビアチン® 、︎ 
ホストイン® な︎ど 

てんかん治療薬 併用によりデシコビ
の効果が減弱する
恐れがあります 

セイヨウオトギリソ
ウ（セントジョーン
ズワート）を含む健
康食品など 

セントジョーンズワ
ートなど（サプリメ
ントとして販売あ
り） 

うつ病やリラックス
効果を目的として
使用 

併用によりデシコビ
の効果が減弱する
恐れがあります 

 
 


